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大

瀛
の
三

業
帰
命
説
批
判

ー
管
見
『
真
宗
安
心
十
諭
』

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
西
原

　
法
興

　

大
瀛
の

『

真
宗
安
心
十
諭
』

（

寛
政
十
年
・
一

七

九
八

。

以
下
『

十
諭
』

）

は
、

十
箇
条
の

問
答
形
式
で

構
成
さ
れ
て

お
り

、

そ
の

内

容
は

欲
生

帰
命

説
並
び

に

三

業
帰
命
説
の

双
方
を

論
駁
す
る
も
の

で

あ
る

。

前
著
の

『

浄

土

真
宗
金

剛
鉾
』

（
以
下

『

金
剛

鉾
』

）

と

同
様、

双
方
の

論
難
配
分
は

ほ

ぼ

同
分
量
で

あ
る

。

　

蓋
し

『

金

剛
鉾
』

を

補
完
す
る

目
的
を
有
す
る

も
の

と

考
え

ら
れ
、

随

処
に

『

金
剛

鉾
』

で

は

未
表
現
の

説
示
が

散
見
す
る

が
、

其
点
の

論
及
が

『

十
諭
』

の

最
大
の

目
途
で

あ
ろ

う
。

即
ち
上

巻
で

は
、

第
二

諭
・

第
四

諭

及
び

第
八
諭
で

O
浄
土

異
流
西
山

義
と
の

相
違
を
継
々

と
論
述
す
る

項

と
、

下
巻
で

は

第
九
諭
の

口
三
業

帰
命
説
十
失
を

説
諭
す
る

箇

所
が
着
眼

点
で

あ
ろ

う
。

　
O
西
山
で

も
真
宗
と

同
様
に

他
力
を

説
く
の

で

識
別
が
困
難
か
も
知
れ

な
い

。

以

下
大
瀛
の

理
解
に

よ

る

と、

西
山
の

意
で

は

往
生
行
は
弘
願
仏

体
の

大
行
で

あ
る
の

で
、

全
く
機
の

造
作
は

必
要
が

な
い

と

い

う
。

し

か

し

そ
の

弘
願
で

全
た

す
け
に

預
か

る
に

は、

機
の

側
の

発
願
よ

り
帰
入
し

な

け
れ

ば
、

弘
願
の

御
た

す
け
の

益
に

預
か
る

こ

と

は

出
来
な
い

の

で

あ

る
。

願
行

具
足
の

法
と
云

う
の

も
、

観
門
の

教
え
に

よ

っ

て

発
願
の

心
が

起
こ

り
、

三

心

具
足
し
て

弘
願
を

尋
ね

る
こ

と

が
出

来
る

能
帰
の

心
で

あ

る

故
に

、

こ

れ
を
願
（
南
無）

と
い

う。

こ

の

能
帰
の

願
が

な

け
れ

ば
、

弘
願
へ

は
能
入
出
来
な
い

為
に

、

機
か

ら
と
仏
か

ら

と

持
ち
合
わ

せ

て

願

行
旦ハ
足
す
る

と

説
く
の

が
西
山
教

義
で

あ
る

。

　
一

方
真
宗
に

お

い

て

願
行

具
足
と
い

う
の

は
、

仏
の

大
願
大

行
な
の

で

あ
る

。

願
と
い

う
け
れ

ど

も、

機
の

願

力
を

募
る

の

で

は
な
い

。

仏
願

力

の

み

で

具
足
し

て

い

る

と

示
す
の

が
、

弘

願
の

本
意

な
の

で

あ
る

と

す

る
。

よ

っ

て

南
無
は
三

心
で

あ
る

こ

と

に
は
違
い

な
い

が
、

そ
の

三
心
と

も
に

元
来
仏
の

方
で

成
就
さ
れ
た

上

で
、

こ

れ
を

衆
生
に

名
号
と
し
て

廻

向
さ

れ
る

の

で

あ
る

。

即
ち
最
早
衆
生
の

方
か
ら
造
作
し
て

能
帰
の

三

心

を

建
立
す
る
必
要
も
な
い

。

た

だ

信
楽
一

心
に

至
心
欲
生
の

二

心
は

摂
在

し

て

い

る

の

で

あ
る

。

そ
こ

で

機
受
の

辺
で

は

三

心
を
一

信
楽
に
お
さ
め

る

の

が

真
宗
の

極
致
と

言
え
よ

う。

西
山
と

真
宗
は

微
差
と

い

う
か
も
知

れ
な
い

が、

実
は

自
力
他
力
の

大
き
な
差
異
が

あ
る

の

だ
と
論
じ

て

い

る
。

　

ま
た

大
瀛
は

三

業
帰
命
説
を
西
山

教
義
か
ら

波
累
す
る

か
の

よ

う
に

論

述
し

て

い

る

が、

無

論
そ
れ
は

西
山

義
を

批
判
す
る

為
の

論

法
で

は

な

く
、

む
し
ろ

真
宗
内
部
に

あ
っ

て

他
流

教
義
を

混
雑
し
た

過
失
を

教
諭
せ

ん

が

為
で

あ
っ

た
。

三

業
帰

命
の

論
理

的
根
拠
を

奪
う
た
め

に
、

西
山
と

真
宗
と
の

相
違

点
を
指
摘
し

異
解
者
を

矯
正
す
る

意
図
が

存
在
し
た
の

で

あ
る

。

　

口
ま
た

『

十
諭』

下
巻
第
九
諭
に

お
い

て

三

業
帰
命
の

十
失
（
 
願
成

不
摂
 
自

宗
相
違

 
自
語
相
違
 
信
名
不
尽
 
決

定
不
倶

 
摂

取
錯
所

 

一

念
無
実

 
相
続

義
乖

 
機
執
不
亡

 
信
心
不

こ

を
設

定
し
て

い

る
。

例
え
ば

 
の
一

念
無
実
失
は
、

信
一

念
の

本
意
に
反

す
る
失
で

あ
る

。

信

の

始
め

に
は

仰
信、

次
に
願
求
の

念、

最
後
に

往
生
を
決
信
す
る

念
と
い

う
よ

う
に、

三

業

帰
命
は

多
重

多
念
で

あ
る
。

ま
た

 
相
続
義
乖
失
で

は
、

信
心
の

相
続
と

は

初
一

念
の

安
心
を
一

生

涯
相
続
す
る

こ

と
で

あ
る

の

に
、

三

業
帰
命
の

相
続
は
、

一

生

涯
た

す
け
た

ま
え
と

作
意
し

て
、

い

つ

ま
で

も

決
定
心
が
得
ら
れ

な
い

失
が
あ
る

と

す
る

。

 
機
執
不
亡

失
で

は
、

信
機
信

法
の

外
に

作
意
を
立
て

て
一

念
帰
命
と

し
て

往
生
を

得
る

と

説
く

。

如
来
の

願
力
を
た

の

ま

ず
し
て

、

自
ら

作
意
す
る
→

念
の

力
に

よ
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っ

て

往
生
を
の

ぞ
む
の

で

自
力
の

執
心
を

あ
て

に

す
る

失
が

あ
る

の

だ
と

教
諭
し
て

い

る
。

こ

れ
ら
の

原
因
は

、

す
べ

て

「

た
の

む
」

の

語
を

信
心

以
外
に

と

り
、

別
途
に

作
意
運
想

す
る

事
か

ら

惹
起
さ

れ
る

過

失
で

あ
る

と

結
論
す
る

の

で

あ
る

。

　
『
金
剛

鉾
』

・
『

論
衡
篇
』

と

同
様
に

『

十
諭
』

で

も、

願
生

帰
命
説
で

は

欲
生
は

「

信
楽
の

相
」

で

あ
る

と

力
説
す
る

こ

と

に

対

峙
し
て、
「

信

楽
の

義
別
」

又
は
「

信
楽
の

異
名
」

で

あ
る

と

論
断
し
て

い

る
。

　

大
瀛
の

三

業
帰
命
説
批
判
は
、

惑
乱
の

原
由
で

あ
る

『
願
生

帰
命
弁
」

へ

の

批
難
で

あ
る
と

同
時
に、

当
時
の

異
解
者
に
対
す
る

教
諭
で

も
あ
っ

た
。

た

の

む
は

信
心
を
意

味
し

、

そ
の

信
心
は

「

聞
其
名
号
信
心
歓
喜
」

の

信
で

あ
っ

て、

往
生
の

真
因
に

は
三

業
帰

命
は
一

切
介
在
し
な
い

と

断

ず
る

の

で

あ
る

。

清

沢
満
之
の

宗
教
哲
学
に

お

け

る

宗
教

起
源

論
に

つ

い

て

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ベ

ル

ナ
ッ

ト
・

マ

ル

テ

ィ
・

オ
ロ

バ

ル

　

清
沢

満
之
は

『

宗
教

哲
学
骸
骨
』

（

以
下

『

骸
骨
』

と

略
す）

の

冒
頭

で
、

宗
教
起

源
に

関
す
る

自
身
の

見
解
を
、

「

宗
教
が
吾
人
の

間
に

存
す

る

は

如
何
な
る

理
由
あ
る

に
よ

る

か

と

言
ふ

に

古
来
宗
教
起
原
の

論
区
々

に

し
て
一

定
せ

ず
と

雖
ど

も
畢
竟
す
る

に
吾
人
に

於
て

之
を

提
起
す
べ

き

性
能
あ
る

に
由
る

な
り

　
此
性
能
を
名
け
て

宗
教
心
と
い

ふ
」

（
『

清
沢
満

之
全
集
』

巻
一
、

五
1

六

頁
。

以

下
『

全
集
』

と

略
す
）

と

説
明
し
た

。

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

の

十
九
世
紀

後
半
に

は
、

宗
教
起
源
の

追
究
は

重
要
な
課
題

と

な
り、

そ
の

議
論
は
日

本
で

も
明
治
初
期
か
ら
知
ら

れ
、

知
識
入
の

聞

で

論
じ
ら
れ
て

い

た
。

概
ね

、

ハ

ー

バ

ー
ト
・

ス

ペ

ン

サ

ー

の

説
を
中
心

と

し
て

そ
の

問
題
は

考
察
さ
れ
た．、

ス

ペ

ン

サ
ー

の

宗
教
起
源
説
を
要
約

す
れ
ば
、

人

類
は

元
々

、

宗
教
を

知
ら

ず、

そ

れ
は

思
考
の

進
化、

特
に

霊
魂
へ

の

信
心
か
ら

、

徐
々

に
生
み

出
さ

れ

た

現
象
で

あ
る

と
い

う
も
の

で

あ
る

。

一

方
、

清
沢
の

宗
教
哲
学
諸
資
料
を

調
査
す
る

と
、

そ
の

説
は

基
本

的
に

は

ス

ペ

ン

サ
ー

の

説
と
は

対
立

し
て

い

る
。

清
沢
に

と
っ

て

は
、

自
身
の

研
究
分
野
で

あ
る
宗
教
哲

学
は
経
験
に
依
拠
せ

ず、

哲
学
と

同
様
に、

道
理
に

基
づ

く
も
の

と

な
る

。

し
た

が
っ

て、

宗
教
の

起
源
を

考
察

す
る

に
当
た
っ

て

も、

「

宗
教
心
」

な
し
に

は

「

宗
教
」

と
い

う
現

象
は

発
生

し
得
な
い

と

い

う
も
の

で

あ
る
。

そ
れ
故、

「

宗
教

心
」

の

存

在
は

宗
教
に

と

っ

て

必
須
条
件
で

あ
る

。

清
沢
に

よ
れ
ば

、

宗
教
は

人

間

が

雄

大
な
自
然
環
境
に
日
々

触
れ

合
う
う
ち
に、

お
の

ず
か

ら
生

ま
れ

た

も
の

で

あ
る

（
『

全
集
』

巻
一
、

二

〇
六
ー
七

頁）
。

更
に
、

清
沢
の

宗
教

起
源

論
が
ど

の

よ

う
な
思
想
の

影
響
下
で

構
想
さ
れ
た

か
を

検
討
す
る

に

当
た
っ

て

は
、

西

洋
思

想
と

仏
教
教
理、

両
伝
統
と
の

関
連
を

考
察
す
る

必

要
が

あ
る

と

考
え
る

。

先
ず

、

マ

ク
ス

ニ・・
ユ

ラ

ー

か
ら

の

思
想
的
影

響
に

注
目
し
た

い
。

清
沢
が

所
持
し

て

い

た

ミ

ュ

ラ

ー

の

著
作
二

冊
、

『

宗
教
学
入
門
』

及
び
『
宗
教
の

起

源
と

発
展

講
義
」

（

『

全
集
』

巻
九

、

三

四

五

頁
）

に

お

け
る

宗
教
起
源
論
に
関
す
る

叙
述
を

具
体
的
に

分
析
す

る

こ

と

に

よ

っ

て、

そ
れ
が

清
沢
の

説
と

近
似
し

て

い

る

こ

と

が

分
か

る
。

例
え
ば

、

『

宗

教
学
入
門
」

に

説
か

れ

て

い

る

よ

う
に、

人
間
に

は

お
の

ず
か
ら

「

信
仰
の

能
力
」

、

無
限

な
る

も
の

を

認
知
す
る

こ

と

が
で

き
る

性
能
が
備
わ

っ

て

い

る

と
い

う
論
法
は
清
沢
が
主
張
し
た
生

得
的
な

「

性
能
」

で

あ
る

「

宗
教
心
」

と

類
似
す
る

も
の

で

あ
る
（
マ

ク
ス

・

ミ

ュ

ラ

ー

（
塚
田
貫
康

訳）

『

宗
教
学
入
門』

晃

洋
書
房、

一

九

九
〇

年、

一

ニ

ー

＝
二

頁
）

。

更
に

、

『

宗
教
の

起
源
と

発

展
講

義
』

を

分
析
す
る

と
、

清
沢
の

説
を
連
想
さ
せ
る

論
述
が

見
ら
れ

る
。

例
を

挙
げ
れ

ば
、

そ
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